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１Ｃ０５ 研究開発活動の行動科学分析 

 
○小山和伸（神奈川大経済） 

 
 

 本研究は、科学技術庁振興調査費による「Ｒ＆Ｄマネジメント総合研究」（平 
成３年度～７年度）の一環として実施された「Ｒ＆Ｄマネジメント・ツールの試 
行評価」において行なわれた調査に基づいている。 
 本研究は、企業内研究開発プロセスにおける活動の内容を分類し、活動内容の 
変化と成果との関係を明らかにすることを目的とし、また企業内研究開発の調査 
に、行動科学的アプローチを提唱しようとするものである。本研究では、一定の 
テーマにかかわる特定の研究者に対する、継続的かつ密着的な行動研究により、 
研究テーマの性質と、そこに見られる研究プロセスの特徴を明らかにし、研究開 
発パターンを分類した。これによって、効率的な研究開発の進め方が、研究テー 
マの性質に即して示唆され得るようになるかも知れない。事例の数が余りにも少 
なく、一般化への距離は未だ遠く隔ってはいるが、適切な演緯によって、正しい 
因果の連鎖が導かれれば、研究開発活動を効率化するためのマネジメントは、意 
外にも早く実現されるのかも知れない。以下では、本研究の要点を整理しておく 
ことにしよう。 
 
１．本研究の目的 
   企業内研究開発の行動科学分析 
 
２．研究手法 
   企業内研究者の行動記録の収集 

(1)投入された実質的な研究開発時間の算出（行動記録調査票の集計） 
(2)達成された研究開発成果の測定、 （例 マイルストン方式による表示） 

 
３．分析結果 
  「実験先行型」  基礎的分野の研究テーマ、Ｒ＆Ｄの前半に実験データ収 

集を重視、後半での推論・意味づけ。 
 
  「実験後発型」  未経験で新規性の高い開発分野のテーマ、Ｒ＆Ｄ前半で 

実験の方針決定のための文献探索や会議に重点、後半で 
実験による成果向上。 

 
  「波動型」    基礎から応用・開発を行き来するようなテーマや、他部 

門との情報交換が不可欠なテーマ、Ｒ＆Ｄ全体を通じて 
実験と実験以外の行動が交互にウエイトを移動する。 

 



 
  「モノトーン型」   過去の経験の延長線上にあるような研究テーマ、開発 

分野に属するＲ＆Ｄテーマ。 
 
 

【表－１】研究者の行動記録調査票 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図－１】Ｔ氏のＲ＆Ｄ活動と成果の向上 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図－２】Ｏ氏のＲ＆Ｄ活動と成果の向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図－３】Ｍ氏のＲ＆活動と成果の向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図－４】Ｕ氏のＲ＆Ｄ活動と成果の向上 
 


